
 

 

広島市水道ビジョンの策定について     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
1 水道水源の保全 

水源涵養モデル事業の推進、流域自治体と

の連携、水源林造成事業への参画 

2 環境負荷の低減 

省エネルギーの推進、資源リサイクルの推

進、水の有効利用 

3 水質管理体制の強化 

水質検査体制の強化、水安全計画の策定、

残留塩素濃度の低減、浄水処理の調査研

究、水質監視・保安体制の確保 

４安心な水道の普及促進 

直結給水化の促進、貯水槽水道の適正管理

の促進、水道の普及 

《施策目標Ⅰ》 

安全でおいしい水の供給 

 
 
 
1 取水･浄水･配水施設の更新･改良 

浄水・配水施設の統廃合、構造物の更新・

改良、導・送・揚水管路の更新、機械及び

電気設備の更新・改良、効率的な運転管理

体制の構築 

2 配水管路の更新 

老朽管の更新、配水管路の更新計画の策定 

 

 

 

 

《施策目標Ⅱ》 

基幹施設の更新・改良  
 
1 施設の耐震化 

構造物の耐震化、管路の耐震化 

2 バックアップ機能の強化 

配水ネットワークの整備、非常用電源設備

の整備 

3 応急給水対策の推進 

応急給水量の確保、仮設給水用消火栓の整

備、応急給水設備の整備、相互応援体制の

充実 

 

 

 

 

《施策目標Ⅲ》 

災害対策の充実  
 
1 経費の削減・収入の確保 

組織・人員の適正配置、経費の削減、収入

の確保 

２業務改善・効率化の推進 

民間活力の活用、業務改善の推進、情報シ

ステムの高度化 

３財務体質の強化 

企業債残高の抑制、更新財源の確保、料金

制度の見直し 

4 人材育成と技術の継承 

経営感覚を持った人材の育成、水道技術の

継承、民間事業者の育成 

 

《施策目標Ⅳ》 

健全経営の推進 

 
 
 
1 お客さまサービスの充実 

引越お客さま受付センターの設置、料金サ

ービスの充実、給水サービスの充実(再掲)

2 情報公開の推進 

広報活動の充実、イメージアップの推進、

広聴活動の充実 

3 地域連携と国際貢献の推進 

地域社会への貢献、海外技術研修員の受入

れ、史料展示と情報発信 

4 環境にやさしい水道の推進（一部再掲） 

省エネルギーの推進、資源リサイクルの推

進、水の有効利用、環境マネジメントシス

テムの構築、環境教育への貢献 

《施策目標Ⅴ》 

お客さまサービスの向上 
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《第 5 次広島市基本計画》 

 

○計画期間：平成 21 年度(2009 年度)～平成

32 年度(2020 年度) 

○市政推進の基本的な方向を示す総合計画 

《水道ビジョン（厚生労働省）》 
 

○平成 16 年度(2004 年度)策定 

(平成 20 年度(2008 年度)改訂) 

○21 世紀の中頃を見通しつつ概ね 10 年

○長期的な政策目標 

 安心・安定・持続・環境・国際 

○地域性を踏まえた「地域水道ビジョン」

の策定を推奨 

 

いつでも安全でおいしい水をお届けする水道 健全経営を推進する水道 お客さまとともに歩む水道 

《基本理念》   将 来 に わ た っ て 信 頼 さ れ る 水 道
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《策定の目的》 
●水需要とともに料金収入が減少傾向にあるなかで、基幹施設の更新や災害対策等、料金収入の増加につながらない

投資への対応など厳しい経営環境。中長期的な視点から計画的に事業を推進していく必要性。 

《計画の位置づけ》 
●広島市水道事業における長期的な事業運営の指針 

●計画期間：平成 22 年度(2010 年度)～平成 32 年度(2020)年度 

 ●第 5 次広島市基本計画の部門計画、広島市における地域水道ビジョン 

 ■将来にわたってお客さまから信頼される水道であり続けるために、いつでも安全でおいしい水をお客さまにお届

けできる水道づくりに取り組み、健全経営のもとで、お客さまとともに歩む水道事業をめざす。 

●平成 22～25 年度における財政収支計画、主要施策、経営効率化策、成果目標の設定 

 
具体的な実行計画として『中期経営計画』を策定 各年度予算へ事業運営方針を反映・執行管理

地域水道 

ビジョン 

P.23 P.29 P.32 P.37 P.41

P.21

Ⅴ-3 

P.14 P.15 P.18 

 
◎給水人口は増加傾向にある

ものの水需要は減少。 

 

 

➢水需要の減少に伴う財政面

への影響 

➢水需要の減少に伴う施設規

模の適正化 

 
◎水道水の安全性の確保。温暖

化に伴う水質リスクの増加。 

 

 

➢多様化する水質問題への対

応            

➢残留塩素濃度の均一化、低減

化  

➢安心して飲める水道の普及･

促進 

 
◎水需要の増加に対応するた

め整備した多くの基幹施設

が順次耐用年数を経過。 

       
➢基幹施設の計画的な更新・

改良           

➢更新に合わせた施設の再編

成・機能向上   
 

 
◎頻発する大規模地震への対

応など、被災時においても

安定給水を確保する必要

性。 

 
➢災害対策の充実      

➢応急給水対策の充実   

 

 
◎供給過程で多量のエネルギ

ー等を使用し二酸化炭素等

を排出。 

 

 

➢地球環境問題への対応  
 

 
◎料金収入の減少傾向、水需

要構造の変化。 

◎職員の大量退職に伴う技術

力の低下が懸念。 

 

➢財務体質の強化   

➢負担の公平性と収入確保を踏

まえた料金制度の検討 

➢経営感覚を持った人材の育

成と技術の継承  

 
◎地域独占性が高い水道事

業。 

 

 

➢お客さまサービスの充実 

 

➢お客さまとの相互理解の促

進 

➢地域社会との協調と国際貢
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1 水需要 2 水質管理 ３ 水道施設 ４ 危機管理 ５ 環境保全 ６ 経営 ７ サービス 


